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微気圧変動と地磁気脈動の卓越周期～地上―熱圏間の音波共鳴～

The predominant periods of the atmospheric perturbations and geomagnetic oscillations
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　我々は２００６年夏から現在にかけて微気圧の変動を観測している。観測点は徐々に増えつつあり、現在は京都・信
楽・阿蘇・タイのピマーイおよびトルコのイズニックで観測を行っている。気圧計センサーの分解能は公称約 1.6Paであ
るが、0.4Pa・490Hzで A ／ D変換し毎秒平均値を記録している。
　過去の研究から下層大気と下部熱圏との間では音波が共鳴振動を起こすことが予想されている。共鳴振動には３つ

の主要なモードがあり、その周期はそれぞれ 190˜200秒・210˜230秒・260˜270秒である。
　今回は微気圧変動のパワースペクトルのピークの出現率を各周期について求めたところ、上述の３周期付近に出現

率の極大が見られた。極大は秋に比較的明瞭に見られ、その出現率は約１０％であった。
　一方、阿蘇に設置されている磁力計のデータを用いて磁場変動のパワースペクトルについても同様にピークの出現

率を求めたところ、上述の３共鳴周期とほぼ同じ周期に極大が現れた。極大における出現率はこちらも約１０％で、季
節依存性は比較的小さい。
　以上の結果、すなわち、地上での微気圧変動と、電離層高度を流れる電流によると考えられる地磁気脈動の両者に

理論的予想と一致するピークが出現する事実は、地表と熱圏間の音波共鳴の存在を示すとともに、それによる地磁気脈
動が頻繁に発生していることを示している。


